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判別関数を用いた日本産モ グラ属化石の種の推定の 一

例

槙畑 泰志

(199 8 年10 月20 日受理)
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4 5 0 5 ･0 7
,
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Y w

-
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I
.
は じめ に

日本列島 に は 現在 7 種類 の モ グ ラ 科 動物 が分布

し て お り , そ の 中 で も モ グ ラ 亜 科 モ グ ラ 属 M o g e r a

に 含 ま れ る サ ド モ グ ラ M . t o k u d a e
,
ア ズ マ モ グ ラ

M . i m a i z u m ii , お よ び コ ウ
ベ モ グ ラ M , w o g u r a の 3

種 が 最 も地下生活 に 適応 し た主要 な モ グ ラ 類 で あ

る ｡ こ の 3 種 に つ い て は , 系 統的類縁関係 と分布

の 状沢 ,
分 布境界域 で 見 ら れ る種問競合 の 様子 な

ど か ら
,
そ れ ぞ れ の 種が 現在 の 分布 を持 つ に至 っ

た生 物地 理学的過程 に 関す る研究 が か な り行 わ れ

て き た ( A b e , 1 9 6 7 , 1 9 8 5 ; 阿部 ,
1 9 6 1

,
1 9 74

,

土 屋 , 1 9 8 8 ) ｡ そ れ ら に よ る と 最 も未分化 な形態

を有 し, 佐 渡 島 と 対岸 の 越後平野 の
一

部 に の み 分

布す る サ ド モ グ ラ は, 現 在 で は 山岳地帯 を中心 に

本州 の
一

部 に の み分 布す る ミ ズ ラ モ グラ E u r o s c a p t o r

m i z u r a の よ う な 原始的 な種 か ら, お そ らく佐渡島

の 独立 に よ っ て 島内 に 隔離 さ れ た も の が 種分化 し,

そ の 後 時期 は不明 で あ る が
一

時的 に 佐渡島 が本州

と接続 し た 際 に 越後平野 に進入 し た の で あ ろ う と

さ れ て い る ｡ こ の 平 野 の サ ド モ グ ラ は そ の 後 に 大

陸 か ら 進入 し て き た ア ズ マ モ グ ラ と の 種 間競合 に

曝 さ れ て お り , さ ら に ア ズ マ モ グ ラ もさ ら に 後 に

ユ ーラ シ ア 大 陸 か ら 進入 し て き た コ ウ
ベ モ グ ラ と

の 種 間競合 に よ っ て 西 日本 の 大半 の 地域 か ら 駆逐

さ れ た と さ れ て い る (上 記 の 他, A b e , 1 9 9 5 ; 阿

部 , 1 9 8 8 , 1 9 9 1 , 1 9 9 8 a , b ; 横畑 , 1 9 9 8) ｡ しか し ,

そ れ ぞ れ の 種 の 分 化 や , 種 分 化 の 起 き た 場所 以 外

の 現在 の 分布地域 へ の 進 入 な ど, 個 々 の 過 程 が 起

こ っ た年 代 は t 分 子遺伝学的 な研究 ( 岡 本, 1 9 9 8

a , b) が あ る 程 度行 わ れ る よ う に な っ た 現 在 に お

い て も
,
ま だ 明 ら か に な っ て は い な い ｡ そ の 原因

の 一

つ は , こ れ ら の 3 種 が 形態学的 に 極 め て 類似

し て お り , 特 に こ れ ま で ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ

グ ラ が 上顎切歯列 の 形状 に よ っ て しか 区別 で き な

か っ た た め ( A b e , 1 9 6 7 , 1 9 9 5 ; 阿 部 ら , 1 9 9 4 ;

M ｡ t ｡ k a w a a n d A b e , 1 9 9 7) , 化 石 の 正 確 な 種 の

同定 が ほ と ん ど の 場 合不可能 な こ と で あ る｡ 現 在

ま で に 青 森県 , 静 岡県 , 山 口 県 な ど 本州 の 各地 か

ら モ グ ラ 亜 科 な い し モ グ ラ 属 の も の と さ れ る か な

り の 数 の 化 石 が 出 土 し て お り ,
そ の 多 く は

` `

M o g e r a w o g u r a
' '

( 当時 は ア ズ マ モ グ ラ の 学 名 と

さ れ て い た) と 記 述 さ れ て い る｡ し か し, そ れ ら

は A b e (1 9 6 7) 以前 の ,
ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ グ

ラ が 同種 で あ る と さ れ る こ と の 多 か っ た 時期 の 論

文 (長 谷川, 1 9 6 6) や そ れ に 基 づ く総説 (河村 ら,

1 9 8 9 ) , 二 次 資料 ( T o m i d a a n d S a k u r a , 1 9 9 1 )

な ど で あ り ,
正 確 に 日 本産 モ グ ラ 属 の 化 石 の 種 が

同定 さ れ た こ と は な い ｡

著者 は 国立科学博物館地学研究部古生物学研究

室 に 保管 さ れ て い る40 0 点 に 及 ぶ 日 本産 モ グ ラ 科

モ グ ラ 亜 科化石を調査 し, 種 の 同 定 に 必要 な上顎

前部 の 含 ま れ る もの を 見出 した ｡ そ の 種 の 推 定を ,

現生 の モ グ ラ 属 3 種 の 頭骨計測値 に基 づ い て 作 出

し た 判別関数を用 い て 行 な っ た の で ,
そ の 結果 を

報告す る｡

2 . 材料お よび方法

国立科学博物館地学研究部古生物学研究室 に は

425 点 の 日 本 産 モ グ ラ 亜科 の 化石 が 収蔵 さ れ て い

る ( T o m id a a n d S a k u r a , 1 9 9 1) ｡ しか し , そ の 大

部分 は下顎骨 の
一 部 や 歯 ,

上腕 骨 な ど で あ り , 種

の 推 定 が 可能 で あ る と判断 さ れ ,
そ の 対 象 と し た

化石 は 図 1 に 示 す上顎前部 1 点 ( 標 本番号 P V -

図 l , 判別 の 対象とな っ た静岡県引佐 町産 M og m 属上顎部

化石 (腹面)

A f o s sil of llP P e r J a w Of g e n u s M o g w a fr o m ln a s a ･

s hiz u o k a P r efe ct u r e , J a p an ( V e nt r al vi e w )
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判別関数を用 い た 日本産 モ グ ラ属 化石の 種の 推定 の 一 例

08 5 7 3) の み で あ っ た ｡ T o m i d a a n d S a k u r a ( 1 9 9 1)

に よ る と
,
こ の 化石 は 静岡県引佐郡引佐町 の 白岩

採石場産 の も の で , 更新 統竜 ケ石層 の れ っ か 堆積

物中か ら 出土 し て い た ｡ こ の 地 域 の 化石動物群 は,

中 期 - 後 期 洪積世 ( 現 在 の 表現 で は 中期 - 後 期

更新 世) の も の と さ れ て い る ( S h i k a m a a n d

Ⅲ a s e g
･

a w a , 1 9 5 8 ; 長 谷 川
,
1 9 6 6) ｡ こ の 化 石 に つ

い て 6 部 位 ( 口 蓋長 , 上顎 歯列長 , 上顎 犬歯一第

3 日歯間長, 上 顎 臼歯列長 ,
吻部 幅, 最 大 臼歯間

幅 ; 図 2 ) の 計測 を 行 な い , H o sl e tt a n d l m a i z u m i

(1 96 6 ) お よ び 横 畑 (19 9 4) に 基 づ き 上顎臼歯 の

摩滅 の 程度 に よ っ て 齢 の 推 定を行 な っ た ｡

同 じ部 位 に つ い て 北 海道大学農学部, 国 立 科学

博物館, 比 和 町立自然科学博物館, 大 阪市立自然

史博物館 に収蔵 さ れ て い る 同 じ齢 の サ ド モ グ ラ42

点 ,
ア ズ マ モ グ ラ66 点 ,

コ ウ ベ モ グ ラ24 3 点 の 頑

園 2 . 判別分析 に 用い たモ グラ 属頭骨の 計測部位 (腹面)

M e a s u r e m e n t s of sk ull o f M o g e n z s p p ･ u s e d f o r t h e

di s c ri mi n a n t an aly s e s ( V e n tr al vi e w)

P : 口 蓋長 p al atal le n gt h ,

I : 上顎歯列長 Le n gth of u p p e r t o o t h r a w ,

c : 上顎犬歯一第 3 日歯 間長
D i st a n c e b et w e e n u p p e r c a ni n e a n d t hir d m ol ar ,

M : 上顎臼歯列長1 e n gth o f u pp e r m ol ar r o w ,

R : 吻部幅 B r e a d t h of r o st ru m ,

B : 最 大臼歯間幅 B r e a dt h a c r o s s u p p e r m ol ar s

( I : 上顎 切歯突出長 ( i -

c )

Le n g t h o f p r oj e ctio n of l lP P e r in cis o r r o w ,

C : 上顎 犬歯
一

前日歯列長 ( c - M )

Le n g th o f u p p e r c a mi n e a n d p r e m o l ar r o w )

骨 標本上顎部 の 計測を行 な い , 判 別 関数 の 作出 に

供 し た ｡ 計 測 の 大 半 は ミ ッ ト モ 社 製 デ ジ マ チ ッ ク

キ ャ リ バ に よ っ て 行 な い , 国立 科学博物館収蔵標

本 の 口 蓋長 の
一

部 は N I K O N 社製 測定顕微鏡 M M

- 1 1 B に よ っ て 計 測 し た ｡ ど の 計 測 も 1 / 1 0 0 m m

の 位 ま で 行 な っ た ｡ 判 別関数 の 作出に は S A S V e r-

si o n 5 . ( S A S I n s ti t u t e , 1 9 8 5) の ソ フ ト ウ ェ ア を

使 用 し, 説 明変量 に は 6 部 位 の 計測値 の う ち 口 蓋

良 , 上 顎 臼歯列長, 物部 幅 , 最大 臼歯間幅 の 4 部

位 と 上顎切歯突出長 (歯 列長 と犬歯一第 3 日歯間

長 の 差) , 上 顎 犬歯一前日歯列長 ( 犬歯 - 第 3 日

歯間昆 と上顎臼歯列島 の 差) か ら , 大 き な は う で

小 さ な は う を 割 っ て 得 られ る 全15 通 り の 相 対値を

用 い て
,
s t e p w i s e 法 に よ る 変数選択 を行 な っ た ｡

サ ド モ グ ラ
,
ア ズ マ モ グ ラ ,

コ ウ ベ モ グ ラ の 3 種

の 計 測値をす べ て 用 い ,
こ の 3 種 を同時 に 判別す

る判別式 を作 出す る と と も に ,
サ ド モ グ ラ を 除く

2 種 の 計 測値 の み を 用 い ,
ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ

モ グ ラ だ け を 判別す る判別式 を作 り 出 し , そ れ ら

の 式 を 用 い て 上 記 の 上顎部化石 の 種を推定 し た ｡

3 . 結 果

用 い た 上顎化石 は 臼歯列 の 摩耗状況 か ら, 生後

1 年 以上 2 年 以内 の 個体 の もの と推定 さ れ た｡ そ

の 計 測値 を以下 に示す ( 単位 は す べ て m m ) 0

口蓋 長 ( P )

上顎 歯列長 ( i )

上顎 犬歯 一 第 3 日歯 間長 ( c )

上顎 臼歯列島 ( M )

吻部 幅 ( R )

最大 臼歯間隔 ( B )

上顎 切歯突出長 ( i - c ; Ⅰ)

上 顎 犬歯 - 前 日歯列長 ( c -

M ; C )

6

3

4

0

3

5

9

4

6

0

9

ー

4

0
0

0

0
0

5

6

4

7

5

9

1

7

ユ

ー

1

通 常 サ ド モ グ ラ
,
ア ズ マ モ グ ラ の 2 種 と コ ウ ベ

モ グ ラ の 区 別 に 用 い られ る 上顎切歯突出度 ( 上 顎

切歯突出長 / 吻 部幅) は0 .2 0 と な っ た ｡ 同 じ 齢 の

現 生 の 標本 を用 い て 作 出 さ れ た こ れ ら 3 種 の 判 別

関数 は,

-
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y t - 3 7 3 2 .9 6 氏/ P + 9 6 0 7 .1 0 B / P 十2 7 6 7 5 .3 5 1 I / P

十3 1 0 2 .0 8 C / B + 7 3 9 7 .0 0 M / B + 5 7 3 .6 5 M

/ c
-

1 1 1 4 8 .8 6 M / P - 5 4 5 8 .1 8I / R - 9 5 4 ･5 4

R / M - 4 9 8 6 .3 7 Ⅰ/ M - 4 6 9 6 .36
･ ･ ･ (1)

y i - 3 8 1 6 .3 8 氏/ P 十 9 6 4 5 .1 0 B / P + 2 78 76 .8 1 Ⅰ/ P

+ 3 1 3 7 .3 8 C / B + 7 4 2 4 .5 4 M / B + 5 8 0 .1 9 M

/ c - 1 1 1 8 6 .2 7 M / P - 5 6 8 4 .8 4 Ⅰ/ 氏- 99 9 .6 8

R / M - 4 7 0 1 .5 2 Ⅰ/ M - 4 7 7 5 .6 3
- (2)

y w - 3 8 8 8 .4 0 R / P + 9 0 7 4 .3 1 B / P 十2 6 6 3 4 .2 8 Ⅰ/ P

+ 3 1 5 6 .4 2 C / B + 6 9 1 7 .9 7 M / B + 5 0 6 .1 9 M

/ c - 1 0 1 9 9 .0 6 M / P - 54 3 2 .7 4 I / R - 8 6 6 12 9

R / M - 44 8 l .4 6 I / M 1 4 6 0 3 .7 7
･ - (3)

と な っ た ｡ こ れ ら の 判別関数 に お い て , 3 つ の Y

値 の う ち Y t , Y i , ま た は Y w が 最 大 に な れ ば

そ れ ぞ れ サ ド モ グ ラ , ア ズ マ モ グ ラ ,
コ ウ ベ モ グ

ラ と 判別 さ れ る ｡ 用 い た 現生 の 標本 の こ の 判 別関

数 に よ る判別結果 を表 1 に 示 す ｡
こ れ ら の 判 別関

数 に よ っ て サ ドモ グ ラ42 例 中15 例 と ア ズ マ モ グ ラ

66 例 中64 例 ,
コ ウ ベ モ グ ラ24 3 例 中226 例 は 正 し く

判別 さ れ た が ,
サ ド モ グ ラ15 例 と ア ズ マ モ グ ラ 2

例 ,
コ ウ ベ モ グ ラ17 例 は 他 の 種 に 判 別 さ れ た ｡

次 に ,
ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ グ ラ の 2 種 の 判

別関数 は ,

y i w - 3 6 9 .4 0 I / R - 6 3 .l l M / C + 2 2 8 .6 9 R / M

- 7 2 1 .7 6 I / M 1 2 9 .5 0 R / C - 4 6 . 31 R / P

- o .7 3
- (4)

と な っ た
｡
こ の 判 別関数 に お い て ,

Y i w が 負 の

値 を 示 せ ば ア ズ マ モ グ ラ , 正 の 値 を示 せ ば コ ウ ベ

モ グ ラ と判別 さ れ る｡ 用 い た現 生 の 標本の こ の 判 別

関数 に よ る判別結果 を表 2 に 示す｡ こ れ ら の 判 別関

数 に よ っ て ア ズ マ モ グ ラ66 例 中63 例 ,
コ ウ ベ モ グ ラ

24 3 例 中229 例 は正 しく 判別 さ れ た が ,
ア ズ マ モ グ ラ

3 例 と コ ウ ベ モ グ ラ14 例 は他の 種 に 判別 さ れ た｡

(1) - (4 ) の 判 別 関数 に対象 とす る上顎化石

の 計測値を代入 し た と こ ろ ,

y t
- 4 5 0 5 .0 7

,
Y i - 4 5 0 9 .5 5

,
Y w - 4 5 2 3 .2 8 ,

Y i w - 4 3 .8 7

の 結果 が 得 ら れ ,
こ の 化石 は コ ウ ベ モ グ ラ と 判 別

さ れ た ｡
コ ウ ベ モ グ ラ と い う 判 別結果 が示 さ れ た

場合 の 正解率 は99 .1 % ( 表 1 ) お よ び98 .7 % ( 義

2 ) で あ る た め ,
こ の 判 別 は は ぼIt し い も の と推

定 さ れ る｡

4
. 考 察

A b e (1 9 6 7 , 1 9 8 5 , 1 9 9 7 ) お よ び 阿 部 ( 19 6 1 ,

1 9 74 , 1 9 9 1 , 1 9 9 8 a , b) に よ る と , モ グ ラ 属 の 3

表 1 . 判 別関数 の 作出に 用い た現生 モ グラ 属模 本の 判別関数 (1)
- ( 3) に よる判別結果

Fig . l .
R e s u lt s of di s c ri mi n ati o n u sin g t h e di sc ri mi n a n t fu n ctio n s ( 1)

- (3)

o n th e r e c e n t sp e ci m e n s in g e n u s M o g e r a u s e d t o m a k e th e fu n e ti o
n s

判 別関数 に より 推定 され た種 実際の 種 A c t u a l s p e ci e s 合計 正解率

R e s u lt s ｡f d i s c ri m i n a ti ｡ n サ ドモ グ ラ ア ズ マ モ グ ラ コ ウ ベ モ グ ラ T o t a l ( % )

サ ド モ グ ラ M . t o k u d a e 2 7

ア ズ マ モ グ ラ M . i m a iz u m ii 1 5

コ ウ ベ モ グ ラ M . w o g u r a 0

誤判別数 / 合計

N u m b e r o f e r r o r s / T o t al

( % )

0 0

6 4 1 7

2 2 2 6

- 4 0 -

2 7 1 0 0 .0

9 6 6 6 .7

2 28 9 9 .1

2 / 6 6 1 7 / 2 4 3 34 / 3 5 1 -

( 1 .5) ( 7 .0) ( 9 . 7)



判別関数を用 い た 日本産 モ グ ラ属 化石の 種の 推定の 一

例

表2 . 判別関数の 作出 に用 い た現生 モ グラ 属標本の 判別関数 (4) に よる判別結果

Fig ･ 2 , R e s ults o f dis c ri mi n ati o n u sin g t h e di s c ri mi n a n t fu n ctio n s ( 4) o n t h e

r e c e n t sp e ci m e n s i n g e n u s M o g e r a u s e d t o m a k e t h e f u n c ti o n

判別関数 に よ り 推定 され た種 実際 の 種 A c t u al s p e ci e s 合計 正解率

R e s u l t s o f di s c ri m i n a ti o n ア ズ マ モ グ ラ コ ウ ベ モ グ ラ T o t al ( % )

ア ズ マ モ グ ラ M i m ai z u m ii 6 3

コ ウ ベ モ グ ラ M . w o g u r a 3

1 4 7 7 8 1 .8

2 2 9 2 3 2 9 8 .7

誤判別数/ 合計

N u m b e r s o f e r r o r s γ
/
T o t al

( % )

3 / 6 6 1 4 / 2 4 3 1 7 / 3 0 9

( 4 .5) ( 5 .8) ( 5 .5)

種 の モ グ ラ の 体 の 大 き さ に は著 し い 地 理 的変異 が

諸 め ら れ , 異 な っ た 地域間 で 比較 を行 な う と 種内

で は も と よ り種問 に お い て も計測値 の 重複 は著 し

い 場 合が 少 なく な い ｡ ま た
, 化石 な ど過去 の 晴乳

動物資料 の 体 の 大 き さ は 同 じ 地域 の も の で も年代

に よ っ て 異 な る 場合 が あ り ( 阿部 ,
1 9 9 1 ) , 日 本

産小型晴乳類 の 中 で は早期縄文時代 の 中部地方産

の ア カ ネ ズ ミ A p o d e m u s s p e ci o s u s の 臼 歯 の 大 き さ

が 現代 の もの よ り 大 き か っ た (宮 尾 ら, 1 9 8 1) 伝

ど の 例が 知 ら れ て い る ｡ 一 方 , 日本 産 モ グ ラ 属 の

分 類学的検討 に は
, 頭 骨計測値 の 相対値 が よ く用

い られ て お り , 現 生 の 日本産 モ グ ラ 属 の 種 の 鑑別 ,

特 に ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ グ ラ の 区別 に は , 体

の 大 き さ に 左 右 さ れ な い 上 顎切歯列 の 突出度 が よ

く 用 い ら れ て き た ( A b e , 1 9 6 7 , 1 9 9 5 ; 阿 部
,

1 9 8 8 ; M o t o k a w a a n d A b e , 1 99 7) ｡ 肉 眼 的 な 種

の 区別 に は , 上顎 切歯列 の 形状 が ア ズ マ モ グ ラ で

前方 に突 出 し て 逆 Ⅴ字型 ,
コ ウ ベ モ グ ラ で ゆ る や

か に 琴 曲 し て 逆 U 字 型 で あ る こ と が 用 い ら れ る

( A b e , 1 9 6 7 な ど の 他 , 阿部 ら, 1 9 9 4) ｡ し か し こ

の 形 質 に は 明瞭 な齢変異 が存在 し, 若齢 の コ ウ ベ

モ グ ラ は ア ズ マ モ グ ラ に 似 た 逆 Ⅴ 字型 の 上顎切歯

列を持 っ て い る 場合 が 多 い た め ,
そ の 種 間, 同 種

個体問 で の 比 較 に は 齢 の 等 し い も の を 用 い る こ と

が 重要 で あ る ( A b e
,
1 9 6 7

,
1 9 9 5 ; 阿 部 , 1 9 8 8 ;

M o t o k a w a a n d A b e , 1 9 9 7) ｡ ま た 切歯列 の 形状 に

は齢変異 に 加 え て 個 体差も存在す る た め ,
こ の 2

種 の 正 確 な 鑑別 に は あ る 程度経験 を要 し, 慎 重 に

行 わ な け れ ば な ら な い 場 合 も あ る (櫛 橋 , 1 9 8 2) ｡

今 回 種 の 推定 の 対象 と し た 化石 の 上顎切歯列 の

突 出度 は0 .2 0 で あ り
,
こ の 数 値 は コ ウ ベ モ グ ラ の

範 囲 に 含 ま れ , 他 の 2 種 の 値 と は 異 な っ て い た

( A b e , 1 9 6 7 , 1 9 9 5 ; 阿 部 ,
1 9 8 8 ; M o t o k a w a a n d

A b e
,
1 9 9 7) ｡ しか し , 写 真 を 見 る限り で は こ の 標

本 の 上顎切歯列 の 形状 は ア ズ マ モ グ ラ の よ う に も

見 え る た め ( 阿 部 永氏私信) , こ こ で 用 い た 判

別関数 に基 づく種 の 推定 の よ う な , さ ら に 詳 細 な

分析 が必要 に な っ た ｡ 今 回 の 判 別関数 の 判別精度

が ア ズ マ モ グ ラ と判 別 さ れ る 場合 を除 い て か な り

高 か っ た 理 由 に は, 従 来 の 研 究 に 基 づ き 頭骨計測

値 の 絶対値 で は な く 相対値 を 用 い た こ と と , 判 別

対象 と同 じ齢段階 の 個体 だ け を 用 い た こ と が 考 え

ら れ る｡

ア ズ マ モ グ ラ と い う 判 別結果 が 出 た場合 の 誤判

別率 は , 他 の 結果 が 出 た 場合 よ り も高 か っ た ｡ こ

れ は こ の 種 が 口 蓋部 の 形状 で サ ド モ グ ラ よ り も コ

ウ ベ モ グ ラ に, 上 顎 切歯列 の 形状 で コ ウ ベ モ グ ラ

よ り も サ ド モ グ ラ に 似 て お り, 他 の 2 種 の 中 間的

な形態 を持 っ た 種 で あ る た め で あ ろ う ｡ ま た , 用

い た 現生頭骨標本 の 点数 は コ ウ ベ モ グ ラ が 最 も多

か っ た に も 関 わ ら ず
,
サ ド モ グ ラ と い う 判 別結果

が 出 た場合 の 誤判別率 が最 も低か っ た の は
,
こ の

種 が 日 本産 モ グ ラ 属 3 種 の 中 で 最 も 独自性 の 高 い

形態 を持 ち , む し ろ ミ ズ ラ モ グ ラ に近 い と い う 見

解 ( A b e , 1 9 6 7
,
1 9 9 5 ; 阿 部, 1 9 6 1 , 1 9 8 8 , 1 9 9 1 ;

吉行 ,
1 9 8 6) を 支 持す るもの で あ る 可能性 が あ る ｡

な お , 今 回 対象 と し た 化石 は上顎部分 の み で あ

る た め
, 下 顎 切歯 の 数 で モ グ ラ 属 と 区別 さ れ る ミ
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ズ ラ モ ダ ラ 属 の も の で あ る と い う 可能性も検討す

べ き で あ る｡ し か し, 判別 の 結果 は モ グ ラ 属 3 種

の う ち で 最も ミ ズ ラ モ グ ラ に 近 い サ ド モ グ ラ で は

な く , 最 も ミ ズ ラ モ グ ラ属 と の 系統的距離 の か け

離 れ た コ ウ ベ モ グ ラ で あ っ た こ と , 過 去 の 日 本列

島 に コ ウ ベ モ グ ラ に 似 た 上顎切歯列 の 形状 を持 っ

た ミ ズ ラ モ ブ ラ 属 の 未知 の 種 が い た と は あ ま り 考

え ら れ な い こ と , 多 数 の モ グ ラ 属 の 化石 が 見出 さ

れ て い る 同 じ地域 の 地層や れ っ か 堆積物中か ら ミ ズ

ラ モ ダ ラ 属 の 下 顎化石 が 記録 さ れ て い な い こ と か

ら
,
そ の 可 能性 を考慮す る必要 は な い と 思 わ れ る ｡

一 方 , 現 生 の モ グ ラ 属 の 種 の 区 別 も, 上 述 の よ

う に 上顎切歯列 の 形状 だ け で は困戟 な場合 が あ る｡

今 回 の 結 果 は , ア ズ マ モ グ ラ と い う 判 別結果 が 出

た場合 の 信頼性 に 大 き な問題 が残 っ て い る も の の ,

判別 関数 が あ る程度 そ う し た 場合 に 役立 つ こ と を

示 し て い る ｡ 今 回作出 し た 判別関数 は生後 1 年 未

満 や 2 年 以上 の 個体 に 用 い る こ と は で き な い が ,

現 生標本 を対象 とす る場合 は そ れ ぞ れ の 齢 ご と の ,

さ ら に は 雌雄別 の 判別関数 を用 い る こ と で ,
さ ら

に 精 度 を とげ る こ と が 可能 で あ ろ う ｡

こ の 化 石 の 含 ま れ て い た れ っ か 堆積物 の 堆積年

代 は, 前 述 の よ う に 中 期 ま た は 後期更新世 と推定

さ れ て い る ( S b ik a m a a n d H a s e g a w a , 1 9 5 8 ; 良

谷 仙 196 6 ; T o m id a a n d S a k u r a , 1 9 9 1) ｡ し か し ,

中部 地方 に お け る現在 の ア ズ マ モ グ ラ と
コ ウ ベ モ

グ ラ の 分 布境界線 は石川県か ら 岐阜県 , 長 野 県 か

ら静岡県 に か けて 存在 して お り (阿部, 1 9 6 1 , 1 9 7 4 ,

1 9 9 1
,
1 9 9 8 a

,
b ; A b e , 1 9 6 7 , 1 9 8 5 , 1 9 9 5) , コ ウ

ベ モ グ ラ は 環 境条件 が良好 で あ れ ば14 年 間 に 約 3

k m
,
あ る い は34 年 間 に 最 高10 数k m と い っ た 早 い

速 度 で ア ズ マ モ グ ラ を 駆 逐 し て 分 布域 を拡大す る

こ と が あ る ( 阿部 , 1 9 74 , 1 9 9 8 a : A b e , 1 9 8 5 ; 横

畑 ,
1 9 9 8 ) ｡ そ の た め , 現 在 の 両 種 の 分布境界域

に 極 め て 近 い ( 30 k m 程度 し か 離 れ て い な い) 静

岡県引佐町 に , 更 新世 に コ ウ
ベ モ グ ラ が 生 息 し て

い た と は 考 え 難 い ｡
こ の 点 に つ い て は , こ の 化石

が 地層 を構成す る堆積岩 の 中 で は な く , 採石 場 の

れ っ か 堆積物 か ら発見 さ れ て い る こ と か ら, 後 の

時 代 に 生息 し て い た コ ウ ベ モ グ ラ の 遺 体 が 堆積物

中 に 混入 し て 化 石化 し た 可能性 が あ る ( 長 谷川善

和氏 , 私 信) . し か し
一 方 で , 最 近 の ミ ト コ ン ド

リ ア D N A を 用 い た 分子遺伝学的 な研究 か ら , 日

本 列島内 の コ ウ ベ モ グ ラ に は ア ズ マ モ グ ラ に 匹 敵

す る程度 の 地域間 で の 遺 伝的分化 が生 じ て い る こ

と が 知 ら れ つ つ あ り ( 岡本 , 1 9 9 8 a , b ) , 現 在 の

ウ ル ム 氷期 に は 対馬 お よ び 朝鮮海峡 が閉鎖 さ れ て

い な か っ た と い う 見 解 ( 大 嶋, 1 9 8 2 , 1 9 9 0 ; 大 場,

1 9 8 8) な ど か ら も ,
コ ウ ベ モ グ ラ の 日 本 列島 へ の

進 入以降 の 歴史 は従来考 え ら れ て い た よ り は長 い

も の と 考 え ら れ る｡ 今 回 種 の 推定 を行 な っ た 化 石

は生息年代 が不明 で あ る が , 今 後 は さ ら に 種 の 推

定技術 の 向上を は か り , 他 の 化石資料 か ら の 手 が

か り を増 やす と同時 に ,
分 子 遺伝学 や地史学的研

究 の 情報 と の 総 合 に よ っ て , 日 本産 モ グ ラ 相 の 形

成過程 を さ ら に 明 ら か に し て ゆ く 必要 が あ る ｡
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58 .

阿部 永. 1 9 9 ぬ . 日 本各 地 に モ グ ラ を 求 め て

一地域差 と種間差 の 食虫類学 - , ( 比 和 町立

自然科学博物館 ･ 比 婆科学教育振興会, 編 :

モ グ ラ た ち
,
そ し て 野 生動物 た ち の 今 は 野

生動物 の 保護 を め ざ す ｢ も ぐ ら サ ミ ッ ト｣ 報

告書) p p . 1 5- 1 8 . 比 和 町立自然科学博物館 ･

比婆科学教育振興会 , 広 島県比和町 ･ 庄原 市.

阿部 永 . 1 9 9 8 b .
モ グ ラ 科 の 分類 ･ 形態 . (阿 部

永 ･ 桂 畑 泰志編 : 食虫類 の 自然史) 比 婆科学

教育振興会, 庄 原市 , p p .2 5- 5 8 .

阿部 永 ･ 石井 信夫 ･ 金 子之史 ･ 前 田 喜 四 雄 ･ 三

浦慎吾 ･ 米 田 政明. 1 9 9 4 . 日 本 の 嘱 乳類 . 東

海大学出版会, 東京 ,
1 9 5 p p .

長 谷 川善和 . 1 9 6 6 . 日 本 の 第 三 紀小型晴乳動物化

石相 に つ い て . 化石 ,
l l : 3 1- 4 0 .

H o sl e tt , S . A . a n d Y . - H . I m ai z u m i . 1 9 6 6 . A g e

s t r u c t u r e o f a J a p a n e s e m ol e p o p ul a ti o n .
∫.

M a m . S o c . J p n . , 2 : 1 5 卜15 6 .

河村 善也 ･ 亀 井節夫 ･ 樽 野 博之.
1 9 8 9

. 日 本 の 中

後期更新世 の 晴乳動物相 . 第 四 紀 研究 , 2 8 :

31 7- 3 2 6 .

櫛 橋 秀 晃 . 1 9 8 2 . 小 豆 島 に お け る モ グ ラ 属

( M o g e ra ) 2 種 の 採 集 に つ い て . 香 川 生物 ,

1 0 : 4 3- 5l .

宮 尾 森雄 ･ 酒井 英
一
･ 西沢 寿晃.

1 9 8 1
. 早 期縄 文

時代長野県栃原岩蔭遺跡 出土 の 哨乳動物. 第

2 報 ア カ ネ ズ ミ 下顎大臼歯 の 大 き さ . 歯科

基礎誌, 2 3 : 1 34- 1 4 0 .

M o t o k a w a , M . a n d H . A b e . 1 9 9 7 . O n th e s p e cifi c

n a m e s o f th e J a p a n e s e m ol e s o f th e g e n u s

M o g e r a (I n s e c ti v o r a , T a l pid a e ) . M a m m al

S t u d y , 2 1 : 1 1 5- 1 2 3 .

大場 忠道. 1 9 8 8 . 海 水準 変化 に 関す る コ メ ン ト .

第 四 紀 研究 ,
2 6 : 2 4 3- 2 5 0 .

大 嶋 和雄. 1 9 8 2 . 最 終 氷期 の 最低位海水準 に つ い

て
. 第 四 紀研究 ,

2 1 : 2 1 1- 2 2 2 .

大 嶋 和雄 . 1 9 9 0 . 第 四 絶 後期 の 海峡形成史 . 第 四

紀 研究, 2 9 : 1 9 3- 2 0 8 .

岡 本 宗裕 . 1 9 9 8 a ,
モ グ ラ の き た 道 - ミ ト コ ン

ド リ ア D N A か ら み た 日本産 モ グ ラ の 系統進

化- ㌔ ( 比 和 町立自然科学博物館 ･ 比 婆 科学

教育振興会, 編 : モ グ ラ た ち , そ し て 野 生動

物 た ち の 今 は 野生動物 の 保護 を め ざ す ｢ も

ぐ ら サ ミ ッ ト｣ 報 告 書) p p . 1 5- 1 8 . 比 和 町立

自然科学博物館 ･ 比 婆科学教育振興会 , 広 島

県比和町 ･ 庄原 市.

岡本 宗裕 . 1 9 98 b . 日本 産 モ グ ラ は 何種 か ?

- ミ ト コ ン ド リ ア D N A か ら み た 日本産 モ グ

ラ の 系統関係- . (阿部 永 ･ 櫨 畑泰志 編 :

食虫類 の 自然史) 比 婆科学教育振興会, 庄 原

市 t p p .5 9- 6 1 .

S A S I n s tit u t e . 1 9 8 5 . S A S u s e r
'

s g u id e : S t a ti s ti c s ,

V e r si o n 5 e di ti o n . S A S I n stit u t e I n c .
,
N o r th

C a r o li n a
,
9 5 6 p p .

T o m id a , T . a n d S a k u r a , H . 1 9 9 l . C a t al o g u e o f

S m all M a m m al (I n s e c ti v o r a , L a g o m o r p h a ,

C h i r o p t e r a , & R o d e n ti a ) F o s sil S p e ci m e n s ,

N a ti o n al S ci e n c e M u s e u m
,
T o k y o , 2 0 5 p p .

土屋 公幸 .
1 9 8 8 . 日 本産 モ グ ラ 科 の 染色体 に よ る

分類 . 晴 乳類科学 ,
2 8 : 4 9- 9 1 .

槙 畑 泰志 .
1 9 9 4

. 広 島県 比和町 に お け る コ ウ ベ モ

グ ラ の 齢 査定法 お よ び そ の 個 体群 の 齢構成 .

富 山大学教育学部紀要 (理 科 系) , 4 5 : 6 3- 7 4 .

槙 畑 泰志 . 1 9 9 8 . モ グ ラ 科 動物 の 生態 . ( 阿部

永 ･ 槙 畑 泰志 編 : 食 虫類 の 自然史) 比婆科

学教育振興会, 庄 原 市, p p .6 7- 1 8 7 .

吉 行 瑞 子 .
1 9 8 6

. 体 骨 格 に 基 づ い た サ ド モ グ ラ

M o g e r a to k u d a e K u r o d a , 1 9 4 0 の 系 統 的地位 に

つ い て
. 国立 科博専報, 1 9 : 2 0 3- 2 1 3 .
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